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大学生の健康 に関す る経年的調査

真 柄 浩

は じめ に

現代 の 日本人 の人 生観 で,健 康 はか な り重要 な部 分 を 占めて い る こ とを窺 い

知 るこ とがで きる。私達 が 日頃,目 にす る各 種 い ろん な調 査 で,大 切 な もの と

して愛,家 族,お 金,故 郷,な どが挙 げ られ るなか で,必 ず や健 康 とい う言 葉

も入 って い る。

最近 の社 会情 勢 の なか で,健 康権 とい う言 葉 は広 範 な意 味 を持 ちなが ら,日

照権 や嫌 煙権 な どに遅 れ つ つ も市 民権 を持 ち,定 着 して来 て い るの が現 状 で あ

る。 この健 康 権 と対 峙 した 分 野 に位 置 す る と思 わ れ る喫 煙 行 動 にお い て,嫌

煙,分 煙,禁 煙 タイ ム,喫 煙 者診 察 ボ イ コ ッ ト,公 共 の場 に お ける全 面 禁煙 な

ど話 題 に事 欠 か ず,そ れ を と りま く環境 に は厳 しい ものが あ る。

大学 生 に とっ て も,こ う した背 景 に変 わ りは な い。 明 治 大 学 教 養 論 集通 巻

231号 体 育 学 「大 学 生 の健 康 に関 す る意 識 と行 動 につ い て」 の な か で は,大 学

生 の健 康 に関 す る意 識 の 向 上 と行 動 の 改善 が必 要 で あ る と され て い る。 さ ら

に,運 動嫌 い,運 動 不 足 の傾 向が指 摘 され,飲 酒 と喫 煙 に関 して は良 好 な状 態

であ る と報 告 され てい る。意 識 の変 革 が急 で,と りま く環 境 や社 会状 況 が激 変

してい る今 日,今,大 学 生 の健康 に関 す る意識 と行 動 は どう変 わ って きてい る

ので あろ うか。5年 を経 年 した現 状 との比 較検 討 を 目的 として再 調査 が 行 なわ

れ,い くつか の興 味 ある知 見 を得 た の で報 告 す る。

経 年比較 の期 間 と して世 代 の約30年,四 半世 紀 の25年,ひ と昔の約10年 な ど
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が あ るが,大 学 生 におい て は8年,4年 な どが ひ とつの 基 準 と して定 着 して い

る。経 年比 較 にお ける対 象 の10年 は あ ま りに も永 す ぎ る とい う事 で,激 動 す る

現代 の社 会 情 勢 な どに小 回 りに対 応 で きる よ う,公 に も5年 を採 用 しよ う とす

る動 きが 出 て い る。 この よ うな考 え方 を支持 すれ ば,5年 とい う期 間 の経 年再

調 査 ・比較 に は,そ れ な りの意 味 が あ る と考 え られ る。

研究方法

大学生の日常の保健行動 と意識の把握を目的 とした健康 に関する調査は,明

治大学文学部学生を対象に質問紙無記名法で実施 された。・平成7年1月 に平成

6年 度分の保健理論最終授業時に行なわれ直 ちに回収 された。調査対象は有効

回答が得 られた157名 であった。

質間紙の作成 にあたっては,過 去に行われたい くつかの健康調査票が参考に

され,前 回同様の目的で作成されたものを踏襲 した。現在の保健に関する行動

等がありのままに記載 されるよう注意がなされた。回答にあたっては枠組 され

た次の文章を記載 し,ま た調査実施者が朗読 して注意を喚起 した。

この調 査 の 目的 は,健 康 に関 す る行 動 と意 識 を集 団的 に把握 す る こ とで

す 。従 って貴 方 の個人 デー タが公 表 され る こ とはあ りませ ん。 また無 記 名

で すか ら秘 密 は厳守 され ます。 で すか ら,各 質 問 の文 章 をよ く読 んで,自

分 が普 段 思 った り,感 じてい る ことを その ままお答 え下 さい。答 え る方 法

は適切 な文章 を まるで囲 ん だ り,()の 中 に文 字 を入 れ た りして下 さい。

質 問 項 目 は 徒 に 多 くまた 長 くす る こ と を避 け,Q.1か らQ.15ま で の15項

目 と し た 。Q1,2は2つ の 選 択 肢 を 用 意 し た 。 以 下,Q.15は6つ,Q.

8,12,13,14は7段 階 尺 度 の7つ,Q.3,4,6,7,9,10は0日 ～7

日 まで の8つ,そ れ ぞ れ 選 択 肢 の 中 か ら選 ん で も らっ た 。Q.5,11は 時 間 と
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本 数 の数 字 を,Q.15の そ の他 で は言 葉 を 自由 に記 入 して も ら った 。 質 問 項 目

と選 択 肢 は次 の とお りで あ る。

Q.1.あ な た の 性 別 は?

1.男,2.女

Q.2.あ な た の年 令 は?

1.20才 未 満,2.20才 以 上

Q.3.こ の1週 間 に朝 食 を食 べ た 日は何Hあ り ま した か?

1.毎 日食 べ た,2.週 に()日 食 べ た,3.全 く食 べ な か った

Q.4.こ の1週 間 に便 通 は毎 日 あ りま した か?

1.毎 日便 通 が あ った,2.週 に()日 便 通 が あ っ た,3.全 く

無 か っ た

Q.5.こ の1週 間 の 睡 眠 時 間 は平 均 して 何 時 間 ぐ らい で す か?

1.平 均 して だ い た い()時 間 ぐ らい 眠 っ た

Q.6.こ の1週 間 に ぐっす り眠 れ た 日 は何 日 あ り ま した?

1.毎 日 ぐっす り眠 れ た,2.週 に()日 ぐっ す り眠 れ た,3.

1日 も無 か っ た

Q.7.こ の1週 間 運 動(体 育 の 授 業 も含 め て)し た 日 は 河 口 あ り ま し た

か?

1.毎 日運 動 した,2.週 に()日 運 動 した,3.1日 も運 動 し

な か った

Q.8.こ の1週 間 の 運 動 量 を少 な い と思 い ます か,多 い と思 い ま す か?

1.非 常 に 多 い,2.か な り多 い3.や や 多 い,4.適 度 で あ る1

5.や や少 な い,6.か な り少 な い,7.非 常 に少 な い

Q.9.こ の1週 間 に 疲 れ を感 じた 日 は何 日 あ り ま し た か?

1.毎 日疲 れ を感 じて い た,2.週 に()日 間 疲 れ を感 じて い た

日が あ った,3.疲 れ を感 じた 日は1日 も無 か っ た

Q.10.こ の1週 間 に お 酒(ビ ー ル,口 才 酒,ウ ィス キ ー,ワ イ ンな ど)を 飲
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ん だ 日 は何 日 あ りま した か?

1.毎 日お 酒 を飲 ん だ 日が あ った,2 .週 に()日 間 お 酒 を飲 ん

だ 日 が あ っ た,3.全 く飲 ま な か っ た

Q.11.あ な た は タバ コ を吸 い ます か?

1.1日 に()本 く ら い吸 う,2.吸 わ な い

Q.12.あ な た は 自分 の体 力 に 自信 が あ り ます か?そ れ と も不 安 が あ り ま す

か?

1.非 常 に 自信 が あ る,2.か な り自信 が あ る,3 .少 し 自信 が あ

る,4.ど ち らで も な い,5.少 し不 安 で あ る,6 .か な り不 安 で

あ る一"7:非 常 に 不 安 で あ る'

Q.13.あ な た は 自分 の 健 康 に 自 信 が あ りま す か?そ れ と も不 安 が あ り ます

か?

1.非 常 に 自信 が あ る,2.か な り自信 が あ る,3 .少 し 自信 が あ

る,4.ど ち らで もな い,5、 少 し不 安 で あ る,6 .か な り不 安 で

あ る,7.非 常 に不 安 で あ る

Q.14.体 を動 か す こ とが好 きで す か?そ れ と も嫌 い で す か?

1.非 常 に好 き,2.か な り好 き,3.や や 好 き,4 .ど ち らで も

な い,5.や や 嫌 い,6.か な り嫌 い,7.非 常 に嫌 い

Q.15.あ な た は普 段,自 分 の 健 康 に関 して 何 か 心 が け て い ます か?

1.栄 養 の バ ラ ン ス を考 え て い る,2 .思 い悩 まな い よ う に し て い

る,3.十 分 な 睡 眠 を取 る よ う に して い る,4 .規 則 正 し い生 活 を

し て い る,5。 運 動 す る よ う に し て い る,6 .気 分 転 換 を して い

る,7.そ の 他()

ご協 力 あ りが と う ご ざ い ま した 。

集 計 に 当 た っ て はパ ー ソナ ル コ ン ピ ュ ー タ ー-NEC98notesx/tを 用 い,ソ

フ トは ロ ー タ ス1-2-3を 使 用 した 。
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結 果

調査結果は次の通 りであった。

Q.1.あ な た の性 別 は?

男 子学 生82名,女 子 学生75名 で あ った 。

Q.2.あ なた の 年 齢 は?

20才 未 満 の学 生 は男 子26名,女 子28名 計54名,20才 以 上 の学 生 は男子55名,女

子47名 計102名 で あ った。 不 明 は男子1名 あ った。

Q.3.こ の1週 間 に朝 食 を食 べ た 日 は何 日あ りま した か?

この1週 間 に毎 日朝 食 を食 べ た学 生 は男 子32名,女 子35名 計67名42 .9%で あ っ

た。 こ の1週 間 に6日 朝 食 を食 べ た 学 生 は男 子5名,女 子1名 計6名 で あ っ

た。 以 下 同様 に5日 男 子8名,女 子12名 計20名 。4日 男 子12名,女 子2名 計14

名。3日 男 子11名,女 子7名 計18名 。2日 男 子3名,女 子9名 計12名 。1週 間

に1Flし か朝 食 を食 べ な か った 学 生 は男 子1名,女 子3名 計4名 で あ った。 毎

日朝 食 を取 らず,朝 食 抜 きの 日 もあ った 学 生 は合 計 して 男 子40名,女 子34名 計

74名47.4%で あ っ た 。 この1週 間 全 く朝 食 を取 らな か った 学生 は男 子9名,女

子6名 計15名9.6%で あ った 。 男 子 学 生 に不 明 が1名 あ った 。(表1)

表1こ こ1週 間で朝食 を食べた日

≡

毎 日 6日 5日 4日 3日 2日 1日 無 し 不明

男子学生

女子学生
一

名

32

35

5

1

8

12

ユ2

2

11

7

3

9

1

3

9

6

1 82

75

計 67 6 20 14 18 12 4 15 1 157
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Q.4.こ の1週 間 に便 通 は毎 日あ りま したか?

この1週 間 に毎 日便 通 の あ った学生 は男子58名,女 子29名 計87名56.5%で あ っ

た。1週 間 に6日 便 通 のあ った学 生 は男子3名,女 子2名 計5名 で あ った。 以

下 同様 に5日 男子6名,女 子7名 計13名 。4日 男子5名,女 子13名 計18名 。3

日男子5名,女 子15名 計20名 。2日 男子4名,女 子6名 計10名 。1週 間 に1日

しか便 通 の なか った学 生 は女 子 の み1名 で あ った。毎 日は通 便 が無 く,便 通 無

しのHも あ った学 生 は合 計 して男子23名,女 子44名 計67名43.5%で あ った。 こ

の1週 間 に全 く便 通 の無 か った 学生 は男子 学 生,女 子学 生 に皆 無 で あ った。 不

明 は男 子 に1名,女 子 に2名 計3名 あ った。(表2)

表2こ こ1週 間 で便 通 の あ った 日

毎 日 6日 5日 4口 3日 2日 1日 不明

男子学生

女子学生

名
58名

29

3

2

6

7

5

13

5

15

4

6 1

1

2

82

75

計 87 5 13 18 20 10 1 3 157

Q.5.こ の1週 間 の睡 眠時 間 は平 均 して何 時 間 ぐらいです か?

こ の設 問 にお いて56と か42と かの数 字 を記 入 す る者 も見 受 け られた が,1週 間

の総 睡 眠時 間 と解 釈 し,単 純 に7で 割 って1日 当 りの平 均 睡 眠時 間 とした。 ま

た7.5時 間 な ど と記 入 され た場 合 な どは四捨 五 入 して時 間単位 で 集 計 した。 こ

の結 果,こ の1週 間 の平 均 睡眠 時 間 は10時 間 か ら3時 間 まで に分 散 して いた。

この1週 間 に10時 間 の平 均睡 眠 時間 の取 れた学 生 は男子6名,女 子2名 計8名

で あ った。 以 下 同様 に9時 間男 子4名,女 子2名 計6名 。8時 間 男子 ユ9名,女

子16名 計35名 。7時 間 男子13名,女 子16名 辞29名 。6時 間男子22名,女 子22名

計44名 。5時 間 男 子12名,女 子15名 詩27名 。4時 間 男 子4名,女 子1名 計5

名 。3時 間 男子1名 の み で あ った。 不 明 は男 子1名,女 子1名 で あ った。平 均

・睡 眠時 間 は男 子6 .79時 間,女 子6.61時 間,全 体 で は6.62時 間 で あ った。(表3)
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表3こ こ1週 間の平均睡眠時間

時間
10 9 8 7 6 5 4 3 不明

名
男子学生 6 4 19 13 22 12 4 1 1 82

女子学生 2 2 16 16 22 15 1 1 75
一

計 8 6 35 29 44 27 、5 1 2 157

Q.6.こ の1週 間 に ぐっす り眠 れ た 日は何 日 あ りま しか?

この1週 間 に毎 日 ぐっす り眠 れた学 生 は男子33名,女 子31名 計64名41.0%で あ

った。 この1週 間 に6日 ぐっす り眠れ た学 生 は男 子4名,女 子4名 計8名 で あ

った。以 下 同様 に5日 男 子5名,女 子10名 計15名 。4日 男子6名,女 子7名 計

13名 。3H男 子7名,女 子11名 計18名 。2「1男 子7名,女 子6名 計13名 。 この

1週 間 に1日 しか ぐっす り眠 れ なか った学 生 は男子10名,女 子1名 計11名 で あ

った。 毎 日 ぐっす り眠 れ ず,ぐ っす り睡 眠 の 不 足 した学 生 は合 計 して男 子39

名,女 子39名 計78名50.0%で あ った。 この1週 間 に1日 として ぐっす りと眠 っ

た 日が無 か った と答 えた学 生 は男子10名,女 子4名 計14名9.0%で あ った。 不

明 は女 子 に1名 あ った。(表4)

表4こ こ1週 間 で ぐっす り眠 れた 口

一
毎 日 6日 5日 4日 3日 2日 1日 無 し 不明

男子学生

女子学生

名

33

31

4

4

5

10

6

7

7

11

7

6

10

1

10

4 1

82

75

計 64 8 15 13 . 18 ]3 11 14 1 157

Q.7.こ の1週 間 に運 動(体 育 の授 業 も含 めて)し た 日 は何 日 あ りま した

か?

この1週 間 に毎 日運 動 した 日の あ る学 生 は男 子2名,女 子5名 計7名4.5%で
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あ った。 この1週 間 に6日 運 動 した 日の あ った学 生 は男子0名 女 子1名 計1名

で あった。 以下 同様iに5日 男子4名,女 子0名 計4名 。4日 男 子7名,女 子1

名計8名 。3日 男 子14名,女 子6名 計20名 。2日 男子5名,女 子7名 計12名 。

この1週 間 に1日 しか運 動 しな か った学 生 は男 子41名,女 子45名 計86名 であ っ

た。毎 日運 動 せ ず,1日 で も運 動 を休 ん だ 学 生 は男 子71名,女 子60名 計131名

83.4%で あ った。 この1週 間 に全 然運 動 した 日が無 か った と答 えた学 生 は男子

9名,女 子10名 計19名12.1%で あ った。(表5)

表5こ こ1週 間 で運 動 した 日

毎 日 6日 5日 4日 3日 2口 1日 無 し

男子学生

女子学生

名
2

5 1

4 7

1

14

6

'

5

7

41

45

9

10

82

75

計 7 1 4 8 20 12 86 19 157

Q.8.こ の1週 間 の 運 動 量 を少 な い と思 い ます か,多 い と思 い ます か?

この1週 間 の 運 動 量 を 非 常 に 多 い と答 え た 学 生 は 男 子0名,女 子1名 計1名

0.6%で あ っ た 。 以 下 同 様 に か な り多 い 男 子1名 の み0.6%。 や や 多 い 男 子5名

の み3.2%。 適 度 で あ る 男 子15名,女 子8名 計23名14,.6%。 や や 少 な い 男 子14

名,女 子19名Frl'33名21.0%。 か な り少 な い 男 子 玉7名,女 子26名 評43名27.4%。

非 常 に少 な い男 子30名,女 子21名 計51名32.5%で あ っ た 。(表6)

表6こ の1週 間 の運 動 量 は

非常 に かな り
多い 多い

やや
多い

適度
やや
少い

か な り

少 い
非常に
少い

男子学生

女子学生

名
1

1

5 15

8

14

19

17

26

30

21

82

75

計 11 5 23 33 43 51 157
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Q.9.こ の1週 間 に疲 れ を感 じた 日は何 日あ りま した か?

この1週 間 に毎 日疲 れ を感 じた 日の あ った学 生 は男 子32名,女 子22名 計54名

34.8%で あ った。 この1週 間 に6日 疲 れ を感 じた 日の あ った学 生 は男子1名,

女 子0名 計1名 で あ った。 以下 同様 に5日 男子5名,女 子5名 計10名 。4日 男

子6名,女 子4名 計10名 。3日 男子18名,女 子12名 計30名 。2日 男 子9名,女

子17名 計26名 。 この1週 間 に1日 疲 れ を感 じた 日の あ った 学生 は男 子7名,女

子6名 計13名 で あ った 。毎 日は疲 れ を感 じず,こ の1週 間 の うち何 日か疲 れ を

感 じた学生 は男 子46名,女 子44名 計90名58.1%で あ った 。 この1週 間 に疲 れ を

感 じた 日は1日 もな か った学 生 は男 子4名,女 子7名 計11名7.1%で あ った。

不明 は女子2名 で あ った。(表7)

表7こ こ1週 間 で疲 れ を感 じた 日

毎日 6日 5日 4日 3日 2日 1日 無 し 不明

男子学生

女子学生

名
32

22

1 5

5

6

4

18

12

9

17

7

6

4

7 2

82

75

計 54 1 10 10 30 26 13 11 2 157

Q.10.こ の1週 間 に お酒(ビ ール,日 本酒,ウ ィスキ ー,ワ イ ンな ど)を 飲 ん

だ 日は何 日あ りま したか?

この1週 間 に お酒 を毎 日飲 ん だ 日が あ っ た学 生 は男 子9名,女 子2名 評11名

7.0%で あ っ た。 この1週 間 に6日 お 酒 を飲 ん だHが あ った 学生 は男 子1名,

女子0名 計1名 で あ った。 以 下 同様 に,5日 男 子4名,女 子2名 計6名 。4日

男子8名,女 子0名 計8名 。3日 男 子6名,女 子8名14名 。2日 男子16名,女

子10名 計26名 。 この1週 間 に1日 しか お酒 を飲 まなか った学 生 は男子12名,女

子13名 計25名 で あ った。 毎 日お酒 を飲 まず,こ の1週 間 に何 日か お酒 を飲 んだ

日のあ った 学生 は男 子47名,女 子33名 計80名51.0%で あ った。 この1週 間 に1

日 もお酒 を飲 まな か った 学 生 は男 子26名,女 子40名 計66名42.0%で あ った 。

一一155一



(表8)

表8こ こ1週 間 でお酒 を飲 んだ 日

毎日 6日 5日 4日 3日 2日 1日 無 し

男子学生

女子学生

名
9

2

1 4

2

8 6

8

16

10

12

13

26

40

82

75

計 11 1 6 8 14 26 25 66 157

Q.Il.あ な た は タバ コ を吸 い ます か?

タ バ コ を吸 う と答 え た 学 生 は男 子36名,女 子12名 計48名30.6%で あ っ た 。 タバ

コ を 吸 う と答 え た 男 子 学 生 の1日 に 吸 う本 数 は30本4名,25本1名,20本14

名,15本2名,12本1名,10本8名,7本1名,6本1名,5本2名,2本2

名 で あ っ た。 女 子 学 生 の1日 に吸 う本 数 は20本6名,10本3名,7本2名,1

本1名 で あ っ た 。 タバ コ を吸 わ な い と答 え た 学 生 は=男子46名,女 子63名 計109

名69.4%で あ っ た 。(表9)

表9あ なた は タバ コ を吸 い ま す か

吸 う 吸わ
本川

30 25 20 1512 10 76 5 2 1 な い

子学生
人

4 1 14 21 8 11 2
`

2 46 82

子学生 6 3 2 1 63 75

計 4 1 20 21 11 3ユ 2 2 1 109 157

Q.12.あ なた は 自分 の体 力 に 自信 が あ り ます か,そ れ と も不 安 が あ ります

か?

自分 の体 力 に非 常 に 自信 が あ る と答 えた学 生 は男 子6名,女 子0名 計6名3.9

%で あ った。 以 下 同様 にか な り自信 が あ る男 子9名,女 子IO名 計19名12.3%。

少 し 自信 が あ る男 子19名,女 子18名 詞37名23.9%。 どち らで もな い男 子15名,

・女 子10名 計25名16 .1%。 少 し不安 で あ る男子13名,女 子19名 計32名20.6%。 か
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な り不 安 で あ る男 子9名,女 子8名 計17名11.0%。 非 常 に不 安 で あ る男 子10

名,女 子9名 計19名12.3%。 不 明 は男 子1名 女子1名 計2名 で あ った。(表10)

表10体 力 に 自信 が あ ります か

非 常 に か な り 少 し どち ら 少 し か な り 非 常 に

自信あり自信あり自信ありでもない不安あり不安あり不安あり
不明

男子学生

女子学生

名
6 91915139

101810198

10

9

1

1

82

75

計 6 1937253217 19 2 157

Q.13.あ なた は 自分 の健 康 に 自信 が あ ります か,そ れ と も不 安 が あ ります

か?

自分 の健 康 に非常 に自信 が あ る と答 えた学生 は男 子3名,女 子5名 計8名51.3

%で あ った。 以 下 同様 にか な り自信 が あ る男 子7名,女 子7名 計14名9.0%。

少 し自信 が あ る男 子12名,女 子16名 計28名17.9%。 どち らで もな い男子17名,

女子13名 計30名19.2%。 少 し不安 で あ る男子21名,女 子25名 計46名29.5%。 か

な り不 安 で あ る男子9名,女 子4名 計13名8.3%。 非 常 に不 安 で あ る男子13名,

女子4名 計17名10.9%。 不 明 は女 子1名 で あ った 。(表11)

表11健 康 に 自信 が あ ります か

一

非 常 に か な り 少 し どち ら 少 し かな り 非 常 に
自信あり自信あり自信ありでもない不安あり不安あり不安あり

不明

男子学生

女子学生
一

名

3

5

71217219

71613254

13

4 1

82

75

計 8 1428304613 17 1 157

Q.14.体 を動 かす こ とが好 きです か,そ れ と も嫌 いです か?

体 を動 かす ことが非常 に好 き と答 えた学生 は男子18名,女 子11名 計29名18.6%

で あった。 以 下 同様 にか な り好 き男 子21名 ,女 子12名 計33名21.2%。 少 し好 き
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男 子24名,女 子29名 計53名34.0%。 どち らで もな い 男 子11名,女 子6名 計17名

10.9%。 や や 嫌 い 男 子4名,女 子12名 計16名10.3%。 か な り嫌 い 男子1名,女

子3名 計4名2.6%。 非 常 に嫌 い男 子3名,女 子1名 計4名2.6%。 不 明 は女 子

1名 で あ った 。(表12)

表12体 を動 か す こ とが 好 きで す か

非常に かなり
好 き 好き

少 し どち ら や や か な り 非常 に
好 き でもない 嫌 い 嫌 い 嫌 い

不明

男子学生

女子学生

名

1821

1112

2411413

2961231 1

82

75

計 2933 53171644 1 157

Q.15.あ な た は普 段,自 分 の 健 康 に関 して 何 か 心 が け て い ます か?

この設 問 に 関 して は複 数 回 答 も良 と して,回 答 総 数 は216で あ った 。 そ の結 果,

栄 養 バ ラ ンス を考 え て い る と答 えた 学 生 は 男 子15名,女 子24名 計39名24.8%で

あ っ た。 以 下 同 様 に 思 い悩 ま な い よ うに し て い る 男 子18名,女 子18名 計36名

22.9%。 十 分 な睡 眠 を取 る よ うに し て い る 男 子19名,女 子28名 計47名29.9%。

規 則 正 しい 生 活 を して い る男 子9名,女 子6名 計15名9.6%。 運 動 す る よ う に

し て い る男 子13名,女 子10名 計23名14.6%。 気 分 転 換 を して い る男 子19名,女

子19名 計38名24.2%。 そ の他 は男 子11名,女 子6名 計17名10.8%で あ った 。 不

明 は 男 子1名 で あ っ た 。 そ の 他 と して は,普 段 か ら心 が け て い る事 が 特 に な

い,何 もな い,何 も考 え て い な い,何 も し て い な い な どが 最 も多 か っ た。 他

に,ひ まが な い,精 神 の健 康 を考 え て い る,ボ ー と し て い る,タ バ コの 本 数 を

気 に して い る,あ き らめ て い る,寝 る 日の 確 保 な どで あ った 。

考 察

大学生の経年的な健康観の変化を見るために 「大学生の健康 に関する意識 と
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表13こ こ1週 間の健康に関する調査経年比較

調査 年 ・月 1989年7月 1995年1月

調査対象 男子学生

女子学生

明治大学文学部

283名

150(53

133(47

0%)
0)

明治大学文学部

157名

82(52

75(47

2%)
8)

嶋 食べた日は 障 §どき
131名(46

120(42

31(11

5%)
6)
0)

67名(42

74(47

15(9

9%)
4)
6)

便通のあつた日は 障 …どき
162名(58

113(40

2(0

5%)
8)
7)

87名(56

67(43

0(

5%)
5)
0)

平均睡眠時間 6.4時 間 6.6時 間
一

ぐつすり睡眠できた日は ほ §どき
107名(37

162(57

13(4

9%)
4)
6)

64名(41

78{50

14(9

0%)
0)
0)

齢 した日は ほ §どき
25名(8

228(80

29(10

9%)
9)
3)

7名(4

131(83

192(12

5%)
4)
1)

この運動量は ∫ ぽ
200名(70

63(22

20(7

7%)
3)
1)

7名(4

23(14

127(80

5%)
6)
9)

疲れを感じた日は ほiど き
109名(38

153(54

19(6

3%)
4)
8)

54名(34

90{58

11(7

8%)
1)
1)

おバ んだ日は 障1ど き
12名(4

154(54

116(41

3%)
6)
1)

11名(7

80(51

66(42

0%)
0)
0)

ター 脚齢{徽
221名(78

61(21

4%)

6)

16.5本

109名(69

48(30

4%)

6)

15.4本

体力に 閂竃 ㌢
111名(39

59(20

112(39

4%)
9)
7)

62名(40

25(16

68(43

0%)
1)
9)

鰍{§ 竃 ない
一

125名(44

44(15

114(40

2%)
5)
3)

50名{32

30(19

76(48

1%)
2)
7)

幡 かすことが{藷 …らでもない
28名(9

32(11

223(78

9%)
3)
8)

U5名(73

17(10

24(15

7%)
9)
4)

※

心掛 けて いる こ と ・

『

'栄 養のバ ランス

十分な睡眠
思 い悩 まない
気分転換
運動 をする

規則正 しい生活
、・その他

93名(33

84(30

54(19

44(15

35(12

32(1亘

31(11

5%)
2)
4)
8%)
6)
5)
2)

39名(25

47(30

36(23

38(24

23(14

15(9

17(10

0%)
1)
1)
4%)
7)
6)
9)

※複数回答可
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行動 にっ いて」 を踏 襲 した 内容 で5年 経 た1995年1月 に再 調 査 が行 なわ れ,そ

の結 果 が比較 され て表13に 表 した。 表 に あ る よ うに,前 回 の調査 が1989年7月

であ るか ら,5年 と6カ 月 を経 た こ とにな る。現代 の大学 生 にお いて,5年 と

い う年月 は大 きな変 化 を もた ら して い る と想 像 で きる。 しか し,以 外 と最 も基

本 的 な健 康 に関 す る事柄 ゆ え に,意 識 と行 動 に変 化 が 見 られ な い か も知 れ な

い。 大 きな変化 が あ る とす れ ば,案 外,1部 と2部,勤 務 や ア ル バ イ トの 有

無,あ るいは季節 によ る ところが 多 いか も知 れ な い。 大学 生 にな って初 めて の

夏 休 み を前 に ワク ワクす る様 な心 理状 態 の頃 と,ク リスマ ス を楽 しみ に,お 正

月 での ん び りとお屠蘇 気分 に浸 り,大 学 が再 開 され,期 末 試験 が 気 にな る時 期

には,明 らか な る大 きな差 が あ るか も知 れ な い。

調査 対 象 は前 回が1部 ・2部 の学 生,今 回 は,2部 学生 のみが対 象 と して選

ばれ た。 男女 の比 率 に関 して前 回 と今 回 にお いて ほぼ半数 つつ と見 る こ とが可

能 で大 きな問題 はな い。1991年 と1992年 の 資料 か ら年 令構 成 を大 まか に20才 未

満 と20才 以上 に分 けて比 較 した。20才 未満 が38.4%,今 回34.6%,20才 以 上 が

61.6%,今 回65.4%で,著 しい差 とは言 えない。 同 じ1年 生 を対 象 として はい

るが,い く分20才 未 満が 少 な くな って来 てい る。現 役 で入 学 す る 工年 生 が少 な

くな って い る こ とが言 える。

朝食 を食 べた 日は約半数 が毎 日,約1割 が欠食,あ との約4割 が とき どき と

い う前回 か ら,約4割 の毎 日組,約5割 の とき どき組 約1割 の欠食組 と大 き

な変 化 は見 られ ない。統計 的 に も有為 な差 は無 か った。

前 回 の調査 で も,朝 食 の頻 度 の み で,食 事 の 内容 に まで踏 み込 ん で は い な

い。 む しろ頻 度 よ り,場 合 に よ って は食 事 内 容 が 問 題 にな るか も知 れ な い。

1994年11月,同 じ学 生 に課 した1日 の摂取 食 品種 の レポー トを見 る と,1日 の

必 要食 品種30～35品 目 とした 目標 に程 遠 く,て いね い に記 載 の あ る もの35人 を

平 均 した値 は僅 か15.6品 目 に しか な らなか った。1日 の食 事 内容 が コー ラ とハ

ンバ ーガ ーの み とした学 生 もお り,こ れ を例 外 として片 づ け る訳 に はゆか な い

'現状がある
。1歩 踏み込んだ調査 と意識啓蒙も含めた方策が待たれる・
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便 通 の あ った 日,こ こ1週 間 の平 均睡 眠 時間,ぐ っす り睡 眠 の取 れた 日,疲

れ を感 じた 日,自 分 の体 力 へ の 自信,自 分 の健 康 へ の 自信 の6項 目 に つ い て

は,朝 食 頻 度 同様 に大 きな差 はな か った。

今 回睡 眠 時間 を最 も多 くとった者 は10時 間 で8名 もいた。8名 中5名 は さす

が に毎 日 ぐっす りと眠 った と回答 して い る。毎 日 ぐっ す り眠 った64名 の 内 訳

は,10時 間5名,9時 間3名,8時 間19名,7時 間15名,6時 間16名,5時 間

6名 で あ った。4時 間 の平 均睡 眠時 間 で毎 日 ぐっす り と眠 れ た とす る,伝 説 の

ナ ポ レオ ン並 み の者 はい なか った。 この こ とか ら最低 で も5時 間 は睡眠 時間 を

取 りたい もので あ る。

ここ1週 間 で,運 動 を した 日は,前 回 も今 回 も体 育 で体 を動 か した 日の み と

した者 が最 も多 く,今 回 は86名 で あ った 。 この86名 は この運動 量 を,非 常 に少

い34名,か な り少 い30名,や や少 い15名 と9割 以 上 の者 が運 動不足 と答 え てい

る。7名8.1%の み が適 度 の運 動 量 として い るが,多 い と した もの は皆無 で あ

る。週3日,4日,5日 の運動 を もっ て,こ の運 動 量 を多 い と感 じてい る。

便通 が毎 日あ る者87名 の うち,1週 間1回 も運 動 を しな か った者 は男 子5名

女子3名 計8名9.2%で あ った。 この数 字 だ けで便 秘 傾 向 と運 動不 足 を関連 づ

ける こ とは危 険 で はあ るが,1つ の資料 と して注 目 した い。

こ こ1週 間で疲 れ を毎 日感 じた54名 につ いて見 る と,毎 日運動 を して いた 者

3名,5日 運 動 を して いた者3名,4日 運動 を していた者3名,3日 運 動 を し

ていた者4名 で あっ た。 しか し,週1日 の運 動 で,1週 間毎 日疲 れ を感 じた者

は35名,週 に1回 も運 動 を してい ない の に毎 日疲 れ た と答 えた者 は6名 いた 。

疲 れ るの は,運 動 で体 を動 かす ことの み とは限 らないが,も しそ うで あれ ば,

勤務 やアルバ イ トな ど も含 めた生 活 全体 にっい て,ハ ー ドワー クに な らない様

な見 直 しの必要 が あ る と思 われ る。

お酒 とタバ コにつ い て は,状 況 が多少 違 う。 お酒 は飲 む人 が前 回 も今 回 も約

6割 だ が,毎 日飲 む人 が僅 か に増 えた 。調 査用 紙 の お酒 の例 と して ビー ル,ウ

イス キー,ワ イ ンな ど と記 した が,自 分 の飲 む好 みの お酒 の種 類 として○ 印 を
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っ けた人 も多 く,集 計 巾 に思わ ず 微笑 えむ こ ともあ った。 ち なみ に,現 代 の学

生 さん の好 み の一 端 は ビー ル と ワイ ンで あ った。

タバ コ に つ い て は,若 年 層 で増 加 して い る喫 煙 傾 向 を裏 づ け る結 果 とな っ

表14大 学生喫煙率の増加傾向

男性 女性 大学生全体

%
1990年 36.7 4.6 21.6

1991年 41.7 4.55 25.4

1995年 43.9 16.0 30.6

た。 それ を表14に 示 した。 大 学 生 全体 の7割 の非 喫 煙組 よ り3割 の喫煙 組 が問

題 で あ る。 男 子 は43.9%,女 子 は16%の 喫 煙率 とな る。 世界 的 に喫 煙率 現 象 の

中,欧 米 は20～30%台 に な ったが,日 本人 男性 もや っ とで はあ るが50%台 に減

少 して きて い る。 ここに来 て,大 学 生 の喫 煙増 加 傾 向 は大 い に問題 を含 んで い

る と思わ れ る。

0 20 4e 60 80 100%

図1.飲 酒 と喫 煙

図1は,飲 酒 と喫 煙 関 係 を表 わ した もの で あ る。 どち らもな し36.9%,飲 酒

の み33.1%,飲 酒 と喫 煙24.8%,喫 煙 の み5.1%で あ る。 喫 煙 者 の83.0%が 飲

酒 をた しな む とい う喫 煙 者 と飲 酒 の深 い相 関が うか がわ れ た。

自分 自身 の体 力 と健 康 に つ いて どう思 うか につ いて は,ほ とん ど同 じ傾 向が
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見 られ,順 位相 関 で有為 で あ った。 これ を喫 煙 組 と非 喫 煙組 で見 る と総 じて体

力,健 康 に不 安 を抱 いて い る者 が 多 い こ とが わか る。 僅 か で は あ るが,喫 煙 組

で体 力 に 自信 を持 っ てい る層 が あ る。1日 喫煙 本 数 が 多 い者 ほ ど顕 著 な傾 向 が

うかが え,理 由づ けが難 か しい。 何 にで も興 味 を示 し,積 極 的 な,運 動 ず きな

行 動パ ター ン と とるのか,貸 借行 動 の カ ラ元 気 と解 釈 す るの か迷 う。

健康 の た め普段 か ら心 が けて い る こ とにつ いて は,前 回 とほ ぼ順 位 に変 化 が

なか った 。

経 年的 調 査 の一連 の項 目中,激 変 した の は,こ こ1週 間 の運 動量 を どう思 う

か聞 いた もの と,体 を動 か す こ とが好 きか嫌 いか を聞 いた項 目で あ る。 こ こ1

週間 の運 動 量 に関 して は,前 回 も今 回 も殆 ど変 わ って い な いの に,こ の運 動 量

が多 い か ら少 い に変 わ ってい た。 そ して,体 を動 か す こ とが嫌 い か ら好 きに変

化 して い た。 ひ とつは 季 節,年 末 年 始 ・ク リス マ ス ・正 月 と,寒 い ・お っ く

う ・運 動不 足 ・飽 食 傾 向 の冬期 と,夏 休 み ・暑 い ・汗 が 出 る ・な ど夏期 の違 い

が考 え られ るか も知 れ な い。 案 外体 育 の種 目で,基 礎 トレー ニ ング中 心 の前 期

とゲー ム中心 の後 期 の差 が 出 た こ とも考 え られ る。前 回 の調 査 で も指 摘 され て

い るが,1部 学 生 と2部 学 生 との差,あ るい は男女 の性 差 な ど変 化 す る要 因 は

多 く,同 一集 団 と して比 較 検 討 す る に は,限 界 が あ るの か も知 れ な い。今 後

は,き め細 か な均 質 グル ー プ間 にお け る経 年比 較検 討 が 必要 と思 わ れ る。

結論 的 に言 え ば,朝 食頻 度,便 通頻 度,睡 眠 時 間,ぐ っす り睡眠頻 度,疲 労

頻度,飲 酒頻 度 な ど,日 数 や時 間 な ど行 動面 で の変化 は僅 か で あ る と言 え る。

しか しなが ら,運 動量 や体 力 ・健 康観 な ど意識 面 で は大 きな変 化 が見 られ た。

これ は,調 査 法 の違 い,集 計 法 の違 い な ども考 え られ る。今 後 と も,さ らな る

継続 的,縦 断 的 で きめ細 か な,も う 二歩 踏 み 込 ん だ 調 査,比 較検 討 が 望 まれ

る。
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ま とめ

大学生の健康に対する意識や行動を経年的に捉えるため,前 回の同調査を踏

襲iして再 調 査 を した 。対 象 は,明 治 大 学 文 学 部2部 学 生157名 で あ る。

朝 食,便 通,睡 眠,運 動,疲 労,飲 酒,健 康 へ の心 掛 け な ど行 動 面 に お い て

は大 きな変化 は見 られなかった。運動量や健康観な ど意識面での変化 は大 きい

もの が あ っ た 。

男子学生,女 子学生 とも喫煙 に対 しては年々増加する傾向が顕著で,懸 念 さ

れ る。今後 さらなる継続的,縦 断的調査が望 まれる。
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